認定ＮＰＯ法人ハートリンクワーキングプロジェクト

定期総会議事録
１．日時：平成27年6月27日　14：00時より

２．場所：メディアシップ13階　新潟日報社本社ビル（新潟市中央区万代3） 

３．総数・出席者数および出席者氏名：
正会員総数　152名　　出席正会員数19名　　委任状89名
監事　廣田幹人
出席者総数　 19名
出席者氏名　
[正会員] 石田也寸志　林三枝　笹崎義博　井上富美子　小川淳　原　正　前田美穂　　廣瀬公雄　西村ちなみ　竹内菊博　丹清志　岡村純　片桐加代子　永木美奈子　菅野貴彬　竹中敏明　林水絵　山田陽子
　　　　　　【監査】廣田幹人
４．議事：
定刻、定款第５章第２６条の規定に基づき、正会員　石田也寸志　が議長となり、開会を宣した。
次いで、議長は、前記３のとおり定款に定める定足数を充たしており、本総会が適法に成立している旨述べ、議案の審議に入った。
（１）第1号議案　第3期活動報告および収支決算の件

議長は第3期（平成26年4月1日から平成27年3月31日）の状況を活動報告書により詳細に説明・報告し、次いで下記の決算報告書類について説明・報告した。
①貸借対照表
②損益計算書
監事　廣田幹人は、上記の書類を綿密に調査したところ、いずれも正確、適正かつ妥当であることを認めた旨を文章で報告した。
議長が上記の書類について承認を求めたところ、別段の異議なく承認された。
（２）第２号議案　第4期活動計画および収支予算の件
議長は第4期（平成27年4月1日から平成28年3月31日）の活動計画及び収支予算について説明し、その賛否を問うたところ、別段の異議なく賛成、可決された。
（3）第3号議案
　　議長は第3期から助成金事業を始めたことを事後報告ではあるが、詳しい説明をした。

（4）第4号議案　その他報告・検討事項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①会員数報告（正会員・賛助会員・法人会員）

　　正会員151名　賛助会員31名　法人会員6社
②正会員からサポート会員への変更について（定款変更）
　次年度へ持ち越し
③スキルアップ助成結果報告
④認定取得の報告
　新民協A第172号の3　（認定日　平成27年3月31日）
⑤ハートリンク喫茶の報告
　平成26年10月、MHさんタニタカフェへ就労支援完了（２人目）
　平成26年5月新規採用、7月正社員

⑥就労困難な小児がん経験者以外の難病（定款変更）
　現　（目的）

第2章第３条　この法人は、小児がん経験者で能力的・体力的に就労が困難な人たちに対し、社会に通用する能力・知識・スキル等を習得してもらい、自立して社会生活を営むことができるように支援していくことを目的とする。

　変更案　（目的）

　この法人は、小児がん経験者を主とした難病疾患に対し能力的・体力的に就労が困難な人たちに対し、社会に通用する能力・知識・スキル等を習得してもらい、自立して社会生活を営むことができるように支援していくことを目的とする。
⑦NST小児がんフォーアップ研究助成者の報告とシンポジウムについて

　平成28年4月23日14時　メディアシップ2階日報ホールにて開催
研究者　
小澤　美和先生　：　聖路加国際病院小児科医長

≪小児がん経験者の生涯コホート研究  聖路加国際病院におけるパイロットスタディー ≫

福島　紘子先生　：　筑波大学助教授
≪陽子線照射を受けた小児がん患者における予後調査≫ 

高橋　都先生　：　国立がんセンターがん対策情報センター　
≪がんサバイバーシップ支援研究部長小児期AYA期発症がん経験者の就職活動の実態と情報・支援ニーズに関する研究 ≫
川村　眞智子先生　：　埼玉県立がんセンター血液科医長
≪小児がんで入院中の高校生の教育支援に関する実態調査 ≫
金沢　英恵先生　：　国立成育医療センター フェロー
≪小児がん経験者の歯科領域における晩期合併症の実態調査に関する研究≫
⑧「あなたの笑顔がもう一度見たいから」自動販売機の設置について
　　　　　　　就労施設の資金源となるため、全会員に拡大のご協力のお願いした。
⑨理事就任の件

　新理事　藤本純一郎・堀部敬三・岡村純・前田美穂・笹崎義博・竹内菊博
⑩今年度の啓発事業について

　　　　　　ゴールドリボン小児がんチャリティー事業

NHK交響楽団＆秋川雅史コンサート
9月22日13時半開場　14時開演　16時終了（新潟市りゅうとぴあ）
　　　　　　
５．閉会：

　以上をもって議事を全て終了し、定款の規定により議事録に署名する出席代表者
２名を選任したうえで、15時15分議長は閉会を宣した。
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